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１ はじめに 

近年，時間や場所の制限を受けることなく，個々

の学習者にあわせた学習を行うことができるという

メリットから，eLearning が注目されている[1]．

また，平成１５年度から高等学校では教科「情報」

が導入されるが， 多くの学校で立ち上げに苦労し

ているのが現状である． 

本研究では，個人で学習を進める問題と，複数の

生徒が知識を共有し意見を交換することで学習を進

める問題の２つのタイプを演習問題として用意し，

この演習問題を解く仕組みを取り入れた「情報Ｂ」

のオンラインテキストを作成する．このテキストに

より授業においての個人学習，協調学習を実現する

「情報Ｂ」のカリキュラムを提示する． 

２ オンラインテキスト 

２.１ 概要 

オンラインテキストは html 形式で実現されてお

り，一回の学習内容に対し，基本事項を学習する部

分と演習問題を行う部分から成り立っている．ユー

ザは Web ブラウザを介して，オンラインテキストを

扱うことができる．演習問題は二つのタイプに分類

され，各タイプに応じた学習形態を提供する．  

２.２ 演習問題 

ネットワーク上で提供される既存の学習環境には，

個人が自分のペースで学習を行うものと複数の学習

者により協調学習を行うものが挙げられる．本研究

では，教科「情報Ｂ」の性質を考慮し，個人学習を

行う問題を「トレーニング型」，協調学習を行う問

題を「コミュニケーション型」として演習問題を以

下のように分類した． 

トレーニング型 

・ 事実等その言葉自身や事柄を習得する問題 

・ 解く手順や方法を応用するスキルを養う問題 

コミュニケーション型 

・ 正解が存在するが一通りではない問題 

・ 解釈により無数の正解が存在する問題 

３ 授業モデル 

３.１ 授業形式 

授業はコンピュータ室で行われ，学習者のコンピュ

ータを用いた準自学自習型を想定する．一回の授業

で学ぶ学習内容は決まっており，オンラインテキス

トで，基本事項を学習したのちに演習問題を解く． 

 

 

 

 

 

 

 

３.２ 学習項目の分類 

学習指導要領[2]に基づき，トレーニング型に向

いていると思われる「（２）コンピュータの仕組み

と働き」とコミュニケーション型に向いていると思

われる「（４）情報社会を支える情報技術」の学習

項目に注目し，各学習項目での授業回数，各授業で

の学習内容，学習形態を既存の学習指導案を参考に

決定した．授業配分と学習形態の配分を表 1 に示す． 

３.３ トレーニング型学習 

 トレーニング型学習は，選択式もしくは穴埋め記

述式となっており，学習者が考えながら解き進める

ことで知識を定着させることを目的としている． 

 各授業の学習内容に対して演習問題群があり，こ

れらは必須問題と類似問題から成り立っている．提

示された演習問題（図１）に正解した場合は，次の

必須問題に進み，学習者は必須問題をすべて解答す

ると学習が終了する．必須問題は先に進むにつれて

難度が上がる．提示された演習問題に誤答した場合

は，類似問題を経て次の必須問題に進む．類似問題

は必須問題を解くための知識を問う問題や類題，そ

の答えの根拠を問う問題があり，誤答を重ねるほど

問題の難度が下がる（図２）． 

演習問題は一問ずつ提示され，学習者の解答が正

解のときは正答と解説が表示され，次の必須問題に

進むことができる．解答が誤りのときは，その演習

問題に関する基本事項のページへのリンクが表示さ

れ，テキストに戻って復習してから再度同じ問題を

解き，その解答を終えると類似問題に進む． 

３.４ コミュニケーション型学習 

コミュニケーション型学習は，与えられた演習問

題に対して個人で考えをまとめた後にディスカッシ

ョンを行う．議論を行うことで新しい知識に気付き，

同時に自分の考えを他人の意見の中に位置付けるこ

とで知識の定着[3]をはかることを目的としている. 

学習

形態
単

元
学習項目 

配

当
① ②

コンピュータにおける情報の表し方 7 4 2

コンピュータにおける情報処理 5 4 0２

情報の表し方と処理手順工夫の必要性 6 2 1

情報通信と計測・制御の技術 6 1 4

情報技術における人間への配慮 5 0 4４

情報技術の進展が社会に及ぼす影響 7 0 6
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表 1 学習項目の配分 
①トレーニング型学習 ②コミュニケーション型学習 

＊数字は配当時間数を示し，１時間は 50 分である 
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３.４.１ 学習の流れ 

①演習問題提示（図３） 

提示された演習問題に対して，学習者が個人で解

答を考え記述する．その際，検索エンジンを用いる

ことも可能である．解答には，自分の考えだけでは

なく，その根拠や参考にした URL があればそれを記

述する． 

②議論 

学習者同士が掲示板（図４）を使って議論を行う． 

③まとめ（図３） 

議論した結果を踏まえ，演習問題に対する最終的

な解答を学習者個人でまとめる．さらに，他の学習

者の意見と違った点と新しく湧いた疑問についても

記述する．まとめたものを提出し学習は終了する． 

３.４.２ 掲示板 

 掲示板はフレームにより演習問題を表示する部分，

ツリー構造により発言のつながりを表示する部分，

新たに書き込まれた発言を表示する自動更新部，新

しい提案・更新を行う部分，発言内容を表示する部

分の５つに分割されている． 

議論を行う上での既存の掲示板の問題点として，

発言のつながりを可視化することの必要性と自分の

発言に対する他者の印象への興味が挙げられる[4]．

このことを踏まえ，発言内容を表示する部分に次の

ような工夫を行った． 

コミュニケーション型学習の目的は，自分なりの

意見をしっかり持ち，他者の意見の中で比較し，位

置付けることで知識を定着させることである．そこ

で，発言のつながりが分かり，自分の発言の意味を 

議論前の解答 まとめ 

 
図３ コミュニケーション型学習画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識するよう発言種を用意した．発言種は，”提

案”，”質問”，”説明”，”疑問”，”理由”，”感想”，”

賛成”，”反対”の 8 種類があり，前の発言とどのよ

うなつながりを持った発言であるかを示す． 

議論の中で他の学習者の意見に対して評価するこ

とは，議論の注目点，注目の発言が分かり，議論後

その内容を振り返りやすい．そこで，他の学習者の

意見に対して印象を表現することができるように反

応種を用意した．反応種は”納得”，”感心”，”発見”

の 3種類がある． 

４ おわりに 

本報告では，平成１５年度から高等学校で導入さ

れる「情報Ｂ」において演習問題を用いて学習を行

うオンラインテキストを提案した． 

今後は，全体の学習項目についてオンラインテキ

ストを完成させ，このテキストの有効性を検証する． 
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